
1999年
NPO法人地球の友と歩む会として独立

2021年
認定NPO法人格を取得

「私たちに出来る国際協力がしたい」
そんな思いを持つ市民によって設立されました。
「私たちに出来る国際協力がしたい」
そんな思いを持つ市民によって設立されました。

「身の回りにある家畜のフンや植物で肥料や防虫剤を
作れるなんて知らなかった！」と農業研修した村の方が
驚いていました。スンバ島では伝統的に農業を続けて
いる方でも失敗している人がいます。皆様のご寄付で
この現状を変えたいです。ご支援お願い申し上げます。10,000円

還付
3,200 円 税務署

LIFEへ寄付する方法

1986年
アジア協会アジア友の会東京事務所として設立
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〜�・�・�で国�協⼒〜〜�・�・�で国�協⼒〜
地�の友と�む�/LIFE地�の友と�む�/LIFE

沿革

情報発信

@life.ngo@life_insta_official@lifetokyo
地�の友と�む�
ち ゃ ん ね る

1992年
インドネシア スンバ島にて植林活動や現地との交流を開始

認定NPO法人地球の友と歩む会/LIFE
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-2-2 東京三和ビル503
●TEL: 03-3261-7855   ●MAIL: life@earth-ngo.jp 
●FAX: 03-3261-9053   ●HP: https://www.earth-ngo.jp/

ご協力のお願い

クリスマス・春の助け合い募金クリスマス・春の助け合い募金

2024年度

〈募集期間〉2024/11/22～2025/3/31
〈目標金額〉2,000,000円

LIFEの支援で豊作だった
トウモロコシ畑にて（2024年6月撮影）

LIFEの支援で豊作だった
トウモロコシ畑にて（2024年6月撮影）

インドネシア共和国スンバ島現地NGO職員：アテンより

皆様のからのご寄付はスンバ島支援、日本から国際協力を啓発する活動、
日本での管理費に活用させて頂きます。                                                                          

● ゆうちょ銀行から振り込む  
   【記号番号】 ００１８０－９－４００５９０

● その他 金融機関から振り込む
　 ゆうちょ銀行０１９支店  当座預金 ０４００５９０
     名義：特定非営利活動法人 地球の友と歩む会

決済こちら
クレジットカード決済クレジットカード決済

銀行振込銀行振込

ソフトバンク利用者の方ソフトバンク利用者の方

● ソフトバンクポイントを寄付
● スマホ利用料金とまとめて決済
● ソフトバンクポイントを寄付
● スマホ利用料金とまとめて決済

決済こちら 

その他その他
決済こちら LIFEへのご寄付は

寄付金控除の対象
（所得税・相続税・法人税等）

LIFEへのご寄付は

寄付金控除の対象
（所得税・相続税・法人税等）

スマホから約５分で完了／会員登録不要

＊ 賛助会費は寄付金控除等の対象です。＜ 会費（団体・個人）6,000円/年 ＞
＊還付を受けるには確定申告と寄附金受領証明書（領収書）が必要です。
＊領収書希望の方はお名前、ご住所、連絡先を事務局までお知らせ下さい。

寄付

例えば所得税の税額控除を選択すると、
　　　　　　　寄付金の最大40％が還付されます。
例えば所得税の税額控除を選択すると、
　　　　　　　寄付金の最大40％が還付されます。

水・緑・人で国際協力
現地の問題は現地に住む人々が解決する
地球の友としていま私が出来ることをする

紹介

インドとインドネシアの人々が自然と共生し
自立して暮らせる社会を目指します。

私たちとビジョンを共有する現地NGOと
協力し「水・緑・人」をテーマに支援します。

【  ビジョン  】

【ミッション】

【  活動方針  】

計算式：（寄付金額－2,000)×40％

地球の友と歩む会/LIFEの支援地球の友と歩む会/LIFEの支援

フォローお待ちしております。フォローお待ちしております。

mailto:life@earth-ngo.jp
https://www.earth-ngo.jp/


地球の友と歩む会

バリ島バリ島
首都 ジャカルタ首都 ジャカルタ

スンバ島

● ● 

● ● 
新首都 ヌサンタラ新首都 ヌサンタラ

島の大きさ：日本の四国より小さいくらい

あなたの寄付で出来ること。例えば、

村には産業がなく貧困で苦しんでいました。
LIFEの支援で野菜づくり農家として子ども
たちが将来生きていけるかと思うと校長と
して本当に安堵しています。

スンバ島の農村では昔から栽培している稲やトウモ
ロコシ以外の作物を育てることは「自分たちにはムリだ」
と思い込んでいる方がいます。自給自足に近い生活を
している方が多く、借金したり、自生する植物の実を
売ったり、日雇いの仕事をしたりと生活が不安定です。

 ー現金を得ることが難しい ー ー現金を得ることが難しい ー

LIFEの支援を受けた
ヤングランダさんのキャベツ畑：2024年9月撮影

スンバ島は４つの県で構成され、その１つの東スンバ県
だけでも人口約25万人のうち約7万人が貧困層です。
現地の行政、地元住民と協力しながら植林・学校支援
などを実施して貧困や環境の改善に取り組んできました。

●  スンバ島で農業研修に参加した住民が200人に到達
● インドネシアで植林した苗木が約35万本に到達
●   東スンバ県農村部 約120の小学校に絵本1,000冊と 
　  通学バッグ14,000個を県教育局を通して寄贈

活動詳細 ▶

解決したい問題解決したい問題

２０２４年度時点２０２４年度時点

支援地域：インドネシア共和国支援地域：インドネシア共和国
スンバ島：東スンバ県エリアスンバ島：東スンバ県エリア

支援実績

  ＊貧困層：月55万ルピア(約5,000円)しか支出できない方  

LIFEの支援を受けた人 カイタ先生カイタ先生

LIFEの支援を受けた人 ヤングランダさんヤングランダさん

スンバ島では雨が２～３カ月しか降らない地域のため
水が貴重です。井戸がない家庭は水場まで水汲みが毎
日必要です。片道２時間かけたり崖を往復して水汲み
する人もいます。井戸やポンプの導入は村にとっては
燃料のガソリンを購入し続けるのは大変です。

 ー水を得ることが難しい ー ー水を得ることが難しい ー

LIFEが開発した給水ポンプを
ムバタカピドゥ村の川に設置しました：2024年9月撮影

解決したい問題解決したい問題

LIFEが開発した給水ポンプは住民が組み立て
から修理まで出来ます。川の流れを動力に
しているので燃料いらずな点が素晴らしい！
このポンプをスンバ島で普及させたいです。

現地の声現地の声 現地協力団体のマリアさん現地協力団体のマリアさん

キャベツ、ほうれん草、白菜、カリフラワー、
インゲン、バジルを育てることができました！
今年は稲作が不作だったので野菜を売ることが
できて助かりました。ありがとうございます。

村 に 水 を 届 け る 支 援村 に 水 を 届 け る 支 援
水不足を解決したい！

収 入 U P を 目 指 す 支 援収 入 U P を 目 指 す 支 援
自然と共生した農業！

☑  　　　　  　 　  で 給水ポンプ研修 　台分
給水ポンプの組み立てから修理までの研修と
設置を１台分できます。

100,000円

☑  　　　　  　   で 果樹の苗木           本10 
果樹の苗木１世帯分10本を支給できます。

  3,000円

現地の声現地の声 現地協力団体のイプさん現地協力団体のイプさん

村に自生する植物や家畜を利用するため現金
収入が少ない住民でも野菜作りに取り組める
研修を行っています。家計の見直し研修など
も行ってLIFEと一緒に住民を支援します。

☑  　　　　  　   で 農業研修　　 人20
肥料の作り方といった農業研修から、農業組織の作り方、
販売方法などの研修を１日に農家20人へ実施できます。

10,000円1

 昨年度：クリスマス・春の助け合い募金では、
170組1,617,359円が集まりました。ご支援に感謝申し上げます。

☑  　　　　  　       で 野菜の種　　 世帯　50
10種類の野菜の種 50世帯分を支給できます。

50,000円


